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３．基本理念及び目標 

３－１ 基本理念 

本計画は，「にいがた未来ビジョン（新潟市総合計画）」を上位計画とした住宅部門の基本計

画として位置付けるものです。そのため，「にいがた未来ビジョン」の方向性を十分に踏まえ

た「住宅部門が目指す市民の暮らし像」を明らかにしたうえで基本理念を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

農村部の田園・自然に囲まれた比較的広い戸建住宅から高層マンションなどの都市型住宅ま

で，様々な住環境を有していることが，新潟市の特徴（新潟らしさ）です。 

「住宅部門が目指す市民の暮らし像」を実現していくためには，この「多様性」を生かしな

がら，安心して住み続けられる住環境を実現していくことが重要となります。 

以上のことを踏まえ，本計画の基本理念を「多様な住環境の中で 地域や家族とつながり 

安心して住み続けられるまち にいがた」と定め，市民・民間事業者・行政の連携・協働によ

って，豊かな市民生活を支える住環境の実現を目指します。 

基本理念 

 ●市民一人ひとりが，住み

慣れた地域で安心して

暮らしている。 

●若者が地域に住まい，働

き，子どもを安心して産

み育てられる。 

●地域力と市民力が発揮

され，子どもから高齢者

までが共に楽しく暮ら

している。 

●食と農を通じた域内交流

が活発に行われ，市民がい

きいきと暮らしている。 

●高齢者や若者など，多くの

人が魅力と活気あふれる

まちなかに集い，元気に賑

わっている。 

●市民が心身ともに健康に

暮らしている。 

●市民が環境に配慮した暮

らしをしている。 

●首都圏などからの多く

のＩターン，Ｕターン者

が働き，暮らしている。 

●世界中から多くの人が

訪れ，学び，働き，暮ら

している。 

住宅部門

が目指す 

市民の 

暮らし像 

 

「にいがた未来ビジョン」の方向性 

 
都市像を

実現する

ために目

指す姿・取

り組む方

向性 

※住生活

関連の

内容 

 
目指す 

都市像 

●ずっと安心して暮らせる 

まち 

● 男 女 共 同 参 画 の 推 進 ・  

子どもを安心して産み育て

られるまち 

●地域資源を活かすまち ●役割を果たし成長する拠点 

【都市像Ⅰ】 

市民と地域が学び高め 

合う，安心協働都市 

【都市像Ⅱ】 

田園と都市が織りなす，

環境健康都市 

【都市像Ⅲ】 

日本海拠点の活力を世界

とつなぐ，創造交流都市 

●地域力・市民力が伸びる 

まち 

●人と環境にやさしい 

にぎわうまち 

●世界とつながる拠点 

 



３．基本理念及び目標 

‐13‐ 

３－２ 基本目標 

基本理念を実現するため，「住生活の課題」に対応した基本目標を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標４ 

多様な暮らしを実現する 

魅力ある住環境づくり 

農村集落のゆとりある住環境の保全とともに，ま

ちなかや既存住宅地の良好な住環境の形成など，多

様な暮らしを実現する魅力ある住環境づくりを目指

します。 

超高齢社会や災害への対応など，住宅や身近な住

環境の安心・安全を確保する取組を進めるなど，住

み慣れた地域で安心・安全・快適に暮らせる住宅・

住環境の形成を目指します。 

基本目標１ 

住み慣れた地域で安心・安全・快適に 

暮らせる住宅・住環境の形成 

環境にやさしい住宅ストックの形成を促進すると

ともに，空き家を含めた既存住宅の有効活用を積極

的に進めるなど，環境負荷の低減に貢献する住宅・

関連市場の形成を目指します。 

基本目標３ 

環境負荷の低減に貢献する 

住宅・関連市場の形成 

基本目標 住生活の課題 

高齢者や障がい者，外国人などの住宅確保要配慮

者が安定した居住を確保できるとともに，市民がラ

イフスタイルやライフステージに応じて適切な住

宅を確保できる取組を進めるなど，誰もが安定した

居住を確保できる多様な仕組みの構築を目指しま

す。 

基本目標２ 

誰もが安定した居住を確保できる 

多様な仕組みの構築 

基本

理念 

住環境の魅力向上 課題４ 

●農村集落における魅力ある

住環境を保全していく必要

があります。 

●市街地における良好な住環

境を形成していく必要があ

ります。 

安定した居住の確保 課題２ 

●住宅確保要配慮者の安定し

た居住を確保する必要があ

ります。 

●世帯規模・状況に応じて円

滑に住み替えできる環境を

整える必要があります。 

安心・安全の確保 課題１ 

●高齢期や子育て期において

安心・安全に暮らすことので

きる住宅・住環境を整備して

いく必要があります。 

●住宅の防災性を高めていく

必要があります。 

住宅ストックの継承 課題３ 

●住宅のライフサイクルを通

じ環境負荷の低減を図る必

要があります。 

●リフォームしやすい環境を

整える必要があります。 

●住宅ストックの流通・利活

用や適正管理の促進を図る

必要があります。 
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